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次　回
９月21日の
例　会

ROTARY : 
MAKING A DIFFERENCE
ロータリー：変化をもたらす

★東山荘記念館食堂
★12 ： 30点鐘
★新会員卓話　鈴木善明君

　本日、秋田幹事はお休みです。秋田幹事はクリーニング業界の資格試験の監督
とのことですが、今の時期かなりの資格試験が開催されている様で、宅地建物取
引士、７月に終わっている建築士等々。現在私めの所属する業界でも国内旅行のみを扱う国内旅行業
務取扱管理者、海外・国内を問わず取り扱える総合旅行業務取扱管理者の２種類の資格があり、国内
を一般社団法人全国旅行業協会、総合を一般社団法人日本旅行業協会が観光庁の代行をして実施して
いるものです。宅地建物などと同じく旅行業法では、各営業所に最低１人は常駐して取引に立ち会わ
なくてはならないと決められているものですが、今年の国内は９月３日に終わり、総合は10月にそれ
ぞれ日本全国の会場で同時に試験が行われます。
　長い間会場監督として携わってきた国内旅行の試験の名古屋の会場では昨年は全国１万８千人の約
１割の受験生がいました。問題は法令、約款、運賃、料金、国内実務など、総合資格の場合はこれに
英語を中心にした海外実務が加えられます。合格率は毎年35％、国内・総合ともどちらの難易度が高
いという事は無いのですが、１回合格すれば一生有効を考えると総合を受験したのが良いのではと
思っております。
　受験層は小学生から70代まで、職業につなげるために必死な人と、かなりの割合を占める単位取得
のために受験するビジネス専門学校生などが入り乱れ、その対応にも忍耐が必要でした。受験票忘れ、
遅刻は当たり前、急病、カンニング、替え玉など不測の事態に対応するのが役目で
ありました。
　本年業法の改正がなされ、前述の２種類の取扱管理者に、地域限定取扱管理者と
いう資格が加えられて、１つの行政区域とその周辺の旅行のみを取り扱うNPO法人、
地域の観光協会などの地域限定旅行業者のための資格者試験が来年度から実施され
る事になっています。
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●会員誕生日／９月17日　内海隆治君
　　　　　　　９月18日　渡辺修司君
●夫人誕生日／９月16日　神谷高義君　ご夫人　和子様
　　　　　　　９月17日　斎藤　衛君　ご夫人　真夕美様
　　　　　　　９月20日　勝又安彦君　ご夫人　玲子様
●結婚記念日／９月15日　豊山　篤君　佳子様　ご夫妻

●例　会　場／東山荘記念館食堂
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／ロータリーの友月間に因んで
　　　　　　　雑誌・文献委員会

http://www.gotemba-rc.gr.jp/
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国際ロータリー第2620地区

京都造形芸術大学准教授
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8/24のメーキャップ9/7の出席報告
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井上　元君

長田富夫君

内海宣彦君

若林洋平君

豊山　篤君
※やむを得ず欠席される方は、午前9時50分までにご連絡下さい。

61名 57名 48名 84.21％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

秋田悦夫君・長谷川雅也君・井上　元君 
神谷高義君・勝又　厚君・斉藤礼志君
芹澤正明君・若林洋平君・山口幸男君

欠席者
（９名）

　歴史は何によって再構築されるかといえば、その
時代の「史資料」です。史資料を紐解きながら、
我々歴史の研究者は歴史像を構築しています。単に
無味乾燥した歴史事実の羅列ではなく、今日から遡
り、過去にどのようなことが何故起こったのかを考
えるものです。特に地域史でいえば、地域の成り立
ちや地名、産業やコミュニティがどのように形成さ
れたかを探るためのものであり、過去を知るという
ものではなく、未来を考える「鏡」たりうると思い
ます。
　歴史的なコミュニティには様々な種類があり、そ
の一つに講や無尽といったものがあります。無尽と
は、古代から行われていた相互扶助的な金融の有り
方で、自治体などの公的なセーフティネットが整え

られていない時代に、地域毎の共生のためにも、役
立っていました。また地域のコミュニティを支える
ものとして名主などの富裕層がいます。中近世にお
いて「有得（徳）人」と呼ばれていました。彼等は地
域のコミュニティの下支えとして存在していました。
　御殿場市は中世には伊勢神宮領の「大沼鮎沢御
厨」であると同時に、東海道の横走駅・横走関があ
る交通の要衝でもありました。近世になると富士山
噴火や地震災害などにも見まわれましたが、煙草や
茶、養蚕など産業や商業も発展していきます。こう
した地域の産業の基盤となる農民層の金融を支えた
のが、無尽などでした。
　日本各地には様々な文化が存在します。静岡県一
つとっても旧国では三カ国、藩でいえば更に細分化
され、それぞれの文化が形成されています。地域の
コミュニティの「今」を分析し「未来」を考えるに
は、歴史的背景やプロセスを読み解くことが大切と
いえましょう。そうした意味で歴史学はどのような
分野の方にとっても「実学」だと思います。こうし
た機会を得て私自身、改めて御殿場の歴史を調べる
ことが出来ました。感謝するとともに、歴史を知る
面白さと重要性を拙いながらもお話しさせて頂きま
した。有難うございました。
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地域コミュニティと有得人


